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研究成果の概要（和文）：本国際共同研究の目的は、高等教育における学生の異文化コミュニケーション活動に
必要な知識をより効果的に育成するために、基課題で開発中の異文化トレーニング学習支援システムと、英国の
批判的思考教育を交えたブレンディッド教育方法を探究し、授業モデルを確立することである。英国の研究機関
では、国際共同研究者と本研究の内容の精査を進めると共に、その他の英国の研究者らの協力を得て、本課題に
関する面接調査を実施した。帰国後は、本務校にて授業モデル案の実践的研究を行った。現在、本実践的研究に
よって示された修正点を明確にしつつ、本研究の最終成果物を作成中である。

研究成果の概要（英文）：The aim of this international research project is to investigate effective 
teaching and learning methods in a blended learning environment using an original e-learning 
programme for intercultural training. This would promote the development of profound knowledge about
 cultural issues, critical thinking and intercultural communication skills among students. While 
staying in England, the researcher asked for some academic advice from a co-researcher for this 
research project. In addition, the researcher successfully conducted interviews with academics and 
students on intercultural issues in England. After returning to Japan and implementing an 
experimental e-learning programme for intercultural training, the researcher has been summarising 
some advantages and disadvantages of teaching and learning methods in a blended learning 
environment.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通し、語学教育や留学制度とは異なる切り口で、異文化間コミュニケーション活動に必要とされる異文
化間能力を育み、多文化化する日本社会で必要な実践的知識を備えたグローバル人材の育成に寄与できる、異文
化トレーニングの特長を最大限に生かす教育方法の発展が期待できる。本研究は、異文化コミュニケーション学
の異文化トレーニング研究の流れを引き継ぎつつ、ICTを用いた異文化トレーニングと批判的思考教育のブレン
ディッドというアプローチからの実践に焦点化し、高等教育での異文化トレーニング研究の理論的・実践的進展
に貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
異文化トレーニングは、異文化環境下での目的達成・良好な人間関係・意味のある生活を可能

にする、異文化間能力の育成を目的とする教育方法の 1 つである。研究代表者は、工学分野の研
究者と共同で、異文化トレーニング学習支援システムを実装し（Kato, 2001）、その高等教育に
おける実践では、専門科目「異文化理解」の授業支援としての教育的有効性が実証された（加藤、
2013）。しかし、本システムの内容は、異文化トレーニングの目的の１つである、実社会で異文
化理解に関する課題解決を目指して異文化コミュニケーション活動を行う実践的知識の育成に
は至っていない。研究者らへの面接調査では、本システムの異文化トレーニングを導入と位置づ
け、実践的知識を育む学習を実現する、理論的に整備された教育方法を検討する必要性が示され
た（Kato et al., 2014）。そこで研究代表者は、知識を日常生活で適切に活用し行動する力を養成
する批判的思考教育の方法に着目した。社会における問題の所在を明確にし、論理的に考え、問
題解決を目指す批判的思考を育む方法は、実践的知識に基づくコミュニケーション能力育成の
基盤とされ、英国のシティズンシップ教育（Davies, 2005）、日本の高等教育の人材育成論にて
重要な教育方法と位置づけられている（楠見、2014）。その方法を、本システムと同時に行う授
業の基盤として組み込むことで、異文化トレーニング学習支援システムの学びを通し基礎的知
識を得た学生が、実社会で起こり得る異文化理解に関する諸問題を論理的に分析し、適切な異文
化コミュニケーション活動によって解決を図ろうとする実践的知識の習得へと導くことができ
るのではないかと考えた。 
ところで、日本社会の異文化間摩擦問題や教育的課題等の異文化理解に関する諸問題の研究

は着実に進められているが、古くから移民・難民を受け入れてきた英国では、異文化理解に関す
る多様な問題提起に加え、それに対応する多様な教育の理論的・実践的研究が多数報告されてい
る（佐久間、2007）。日英の社会的・教育的背景は様々な点で異なるが、日本より早くから多文
化共生社会を形成した英国の教育学者から異文化理解に関する諸問題と教育に関する知見を得
ることで、日本社会における同様の課題をより客観的・多角的に捉え、本システムの異文化トレ
ーニングと批判的思考教育に関する考察を深め、内容の発展につなげることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本国際共同研究では、英国社会における異文化理解に関する問題の学習を視野に入れつつ、英

国で教育学を専門とし、批判的思考教育と本研究を熟知している国際共同研究者と共同で、異文
化トレーニング学習支援システムと批判的思考教育によるブレンディッド教育方法を考案し、
実践的知識を育む授業モデルを提案することを目指す。これにより、語学教育や留学制度とは異
なる切り口で学生の異文化間能力を育み、多文化化する日本社会で必要な実践的知識を備えた
グローバル人材の育成に寄与できる、異文化トレーニングの特長を最大限に生かす教育方法の
発展に貢献する。本研究は、異文化コミュニケーション学の異文化トレーニング研究の流れを引
き継ぎつつ、ICT を用いた異文化トレーニングと批判的思考教育のブレンディッドというアプ
ローチからの実践に焦点化し、高等教育での異文化トレーニング研究の理論的・実践的進展に貢
献するものである。 
 
３．研究の方法 
 
どのような批判的思考教育を、どのように本システムと授業のブレンディッド教育による学

習内容に取り入れれば、学生の異文化コミュニケーション活動に関するより実践的な知識の習
得に繋がるのかについて探究する。そこで、次の手順を踏んで研究を進めた。①．どのような批
判的思考教育が、特に日本の学生の学習内容として効果的であるか、関連する事例の文献調査を
行い、教育方法案を検討する。②．①にて提案した案について、国際共同研究者とともに内容を
精査する。③．②にて精査された案を授業案として組み立て、その授業案の実践的研究を帰国後
に実施する。④．③によって見えてきた問題点を明らかにし、改善点について国際共同研究者と
ともにメールやネット会議にて取り組む。④論文等による成果報告を行う。 
 
４．研究成果 
 
（１）英国の研究機関では、国際共同研究者と定期的に面談し、本研究の内容の精査を進めるこ
とができ、授業案の提案をすることが可能となった。国際共同研究者と考案した教育方法とは、
英国の大学の授業においてよく用いられている批判的思考教育の方法に則るものである。具体
的には、一方的に講義をするだけではなく、多くの質問を与え、その質疑応答をもとに授業を進
めていくという方法であり、学生の考える力を育成するためには、より効果的な質問内容が重要
になる、というものである。英国の学生のように、発言することで議論を深める授業形式には慣
れていない日本の学生の特徴を伝えつつ、異文化理解に関する、特に実践的な知識を促進できる
ような質問内容および教育方法について、多くの提案を受け検討したものをまとめ、帰国後、高
等教育における科目「異文化理解 a」授業において実践した。ただし、帰国直後に行われた本授
業は、本務校における授業時間割設定の都合により、夏期集中講義という変則的な形式で行われ
たことと、時間割の都合上、考案してきた教育内容・方法のより客観的な効果測定は行っていな



いことから、一概にその結果を示すことは困難である。しかしながら、一日 4時限の 4日間集中
講義という長時間内においても、学生は飽きることなく授業中の質問について考察して意見を
交わし、積極的な態度を示す場面が多く見受けられたことから、ある一定の効果はあったものと
考えられる。また、夏期集中講義の間には、効果が認められたと考えられる質問内容や、再検討
を要する質問内容についての確認を取り、その後英国の国際共同研究者と改善点の検討を行っ
た。現在は、本授業案をより良いものにすべく、改めて内容を整理しているところである。 
（２）日本より早くから多文化共生社会を形成した英国の異文化理解に関する諸問題と教育に
関する知見を、主に文献調査や国際共同研究者への面談によって得るなかで、英国に在住してい
る海外出身者が、英国における多文化共生社会の利点、あるいはその逆の問題点をどうとらえて
いるのかを探究することにより、今後、海外出身者をこれまで以上に受け入れ、多文化共生社会
を目指そうとしている日本および日本の教育界が注意すべき点を浮き彫りにする切り口になる
のではないかと考え、英国滞在中の期間を利用し、英国在住の海外出身の研究者や学生を対象に
した面接調査をできないかと考えた。そこで、国際共同研究者、および研修先機関の協力を得て、
研修先機関に在籍する教育学系の研究者ら、および学生を対象とした面接調査を実施した。現在
は、本調査によって収集された資料の分析を進め、本研究の授業モデル案へ生かすことを検討し
ているところである。 
（３）その他の研究成果として、研修先の研究機関の研究者による招待を受け、本課題に関わる
教育学関連の研究発表会に参加した。また、本課題に関連する研究内容の発表として、2つの国
際学会にて発表および論文を 2本作成し、うち 1本は査読付きの国際学会誌に掲載された。現在
は、帰国後の実践的研究によって示された改善点を明確にしつつ、本研究の最終成果物を作成中
である。 
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